




A NEW MANUSCRIPT RESEARCH of NOZARASHIKIKOU 























 思い返せば、平成 26 年秋、俳文学会全国大会の会場で当時、芭蕉記念館に勤務されていた早川由美氏から
お声をかけていただき、平成 27 年 7 月 19 日、名称寺の資料調査をする機会に恵まれた。日野氏は開口一番に
『芭蕉行脚乞食袋』は芭蕉真筆に違いないと話され、筆者に鑑定依頼をされた。その日、日野氏より執筆中で
あった同書に関わる本の草稿のコピーをいただき、数日後に「残念ながら、『芭蕉行脚乞食袋』は芭蕉自筆とは
言い難いのではないか」とお電話で話をしたが、平成 28 年 3 月 19 日、京都俳文学研究会で研究発表をした折、
『芭蕉翁桃青』（平成 27 年 10 月刊、私家版）と題された完成した出版物を頂いた、その本の序文には、 








   
 
た。同書においては、残念ながら筆者の意見は記されてはおらず、筆跡や本文の諸本関係の本格的な比較研究






『芭蕉行脚乞食袋』の本の体裁を記す。冊子の寸法は白橡色の半紙本サイズ（縦 24 ㎝×横 16.6 ㎝）で裏表
紙はない。箱のサイズは 27.5 ㎝（横）×28 ㎝（奥行）×5.5 ㎝（深さ）。箱の蓋には日野氏により、「名第六〇
一號 芭蕉行脚乞食袋」と書かれていた。（注１）そ
して、名称寺にある二見形文台の入っていた箱のサ






     
 
二見形文台の表面（横 53 ㎝×縦 31 ㎝、両端に筆返しが付されている）は二見浦と扇の模様、裏面（横 53
㎝×縦 31.8 ㎝）には、 
   
   ふたみ 
 うたかふな 潮の花も 浦の春 はせを 
  元禄二仲春 
とある。「元禄二仲春」の記述のため、後に資料を付しているが、いわゆる曽良系の文台となる。では筆跡はと




字の送り方などに類似点が認められなかった。なお、2 点とは『芭蕉真蹟』に掲載されている元禄 2 年夏成立
「きさがたの」ほか発句懐紙（石川県立美術館所蔵、石川蔵と略す）と元禄 2 年仲秋成立「やまなかや」句文
懐紙（柿衞文庫所蔵、柿衞蔵と略す）である。 
            
名称寺蔵   石川蔵    柿衞蔵         名称寺蔵    石川蔵     柿衞蔵    
そして、箱の裏には次のような書き込みがあった。 
 はせを翁 
  二見文䑓 
  明治四十二年五月 
   岡野知十先生より 
  門弟 市村燕子相伝 




















































み うたかふな うしほの 花も 浦のはる 元禄二仲春 芭蕉」と記載されている。その後、30 数名による
雪中庵社中興行の「賀莛百韻」、青路の句、諸家から寄せられた賀句約 100 句、桃鏡の句、五斤の跋文が収め
られている。桃鏡に伝えられた文台の裏面には、 
     ふたみ 
うたかふなうしほの花も浦のはる 















































発句塚、と杉子がなげきそめしより、愁腸なをあらたまりて、   



























諧史研究社、昭和 12 年刊）では、 
   この二見の文䑓が水戸家の手に離れたのは、何でも明治になってからで、田中光顯伯が譲りうけられた。
この光顯伯は俳諧にも縁のある人で關口の芭蕉庵も一時この手にあったことがある。 
   光顯伯から聽雨窓主人即ち角田竹冷氏に傳つた。それは明治卅六年の十月のことで、同伯から贈られた
ものであるのことである。 
   竹冷氏の歿後、子息竹涼氏が所持されてゐたらしいが、現在では、眞蹟全集に據れば、山本安三郎氏の
手にある様である。 



















   二見文台ノ図 
      長  一尺九寸三分 
 鏡板  横  一尺一寸 
      厚  四分五厘  
          小口埋木カマボコ形ニ 
          但ヒラ共ニ丸メテ 
      高  三寸五分 
板足 横  一尺六分  
      厚  四分五厘 
  足ノひき込 小口埋木前ニ同ジ 
         カマボコ形ニシテ 
         小口ヨリ   三分           
         見付ヨリ   二分 
   足ノつなぎ 堅      一寸五分 
         横      一寸六分 
         長      八寸六分 
   足海鼠すかし中程     五分 
         跡先      一寸三分 
埋木ヲ直ニノベ中高一分ヨハニ 
   筆かへし   小縁
ヨリ
ノフトサ程ニシテ次第ニホ 
          ソクケヅリツケ跡先二三分 
          ホドハ鏡板ナミナリ 口伝 




















































長 53 ㎝ 
 
















































































 さらに、中谷徳太郎（1886~1920）は 明治 43 年から大正８年の間、主として小説・随筆・評論・戯曲・小
唄などを書いた作家であるが、彼の「根岸の一夜」（大正 7 年 2 月『新日本』八ノ二初出、『三人の女に』小田
















  「君、文題を貸さうか。」と、龍耳がその無造作な様子を見て、脇床に置いてある机を顧みながら云った。 









①   燕子居の爐頭にて 
   年立や羊遊齋の蒔繪より 
②   大正辛酉彌生、雁々子のもとめに（初代宇治、五代一中、初代菅野像三幅對箱書のうらに） 
   三又にわかれし春の流哉  
③   大正十年如月盡、雁々子のもとめに應じて（都羽二重拍子扇の帙うらに） 
   羽二重の京のはなしや春の雨  
④   大正辛酉三月為雁々子（永與筆初祖一中晝像匣書） 
   古き曲の音色もするや春の雨  
⑤   燕子と向島にて 
   梅の戸は舊正月の三日かな  
⑥   贈文䑓 寶水子（その文䑓のうらに） 
   こぼれてもめでたきものよ松の花 
⑦   無精は疎白、修竹は燕子と相號するとあるに申遣る 
   衣かへ田中根岸の寮住居 
⑧   露伴博士の長女十三になりしが猩紅熱にてうせたるよし燕子くやみにゆくとて來る。春江をとら 
    れしいたみの今に胸をさらぬからに涙ぐまれるなり。今日は舊の四月八日なりと。 
   薬玉のなと力なき花環とは  
⑨   ほととぎすの句を燕子と讀む 
   ほとゝぎす二階へそつとかくれけり  
⑩   妻児夏を湘南に消し同人多くは亦都門を出で去る、星影簾に落ちて坐ろに懐しむ、偶々颯々來る、  
 燕子と相促して共に韻を探る 
    秋立つや窓の格子の観世水 
⑪    大正十年十月十五日市村雁々死去す。十七日朝火葬。凌雲院燕子日通信士 
   俳名を戒名に秋の名残かな 
   我と我が手を握りしむ悲秋哉  
   秋紛らす人よ旨くもない酒に   
⑫  琵琶箱を文䑓にせむ今日の月  
⑬   三十一日。自宅の水騒ぎに赴く燕子に 
   秋の燕飛ぶ如くなり甲斐々々し  
⑭   燕子 譃贈 
   絲の願ひあまりに女らしからむ  
⑮   上根岸に卜居す、燕子秀雨亦こゝに住む 
   簑の櫓つばくらの櫓菊の櫓   
⑯   燕子君が雁々と改むるを壽きて 
   としの内に春やむかしの男まへ   
⑰   故雁々居にて（二首） 
   灰となる爐中の炭のあと淋し 
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   妻が手につぎ足す炭の香が淋し 
⑱   この幅のもとは誰が肩にぞ（註。この幅とは燕子居が鶯蒲の幅のことなり） 
   屠龍忌やその墨あとの羽織裏 




     替紋を何度も菱に崩し替へ 
     文台の睦し月の遊び哉 
⑯より燕子は「雁々」という俳号に改めている。その年がいつのことかはわからない。しかし、中谷氏の『三
人の女に』の中で大正６年１月９日に燕子の家で催された句会に参加したことを記述しているが、そのときに
は「燕子」と書いている。さらに、②③④では大正 10 年には「雁々子」とある。⑪より燕子は大正 10 年 10
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 いわゆる「二条家俳諧とは京の二条邸に俳人が召され、俳諧を興行するものであ」り、芭蕉 100 回忌を 3 年




















西暦 和 暦 諸本名 所蔵・作品名 題 
備 考 
「」内は本文からの引用 
1685 貞享 2 年か？ 天理本 天理図書館所蔵 野さらし（箱に芭蕉自筆）   






















1709 宝永 6 年成 土芳本 
土芳稿・雪芝転写『蕉翁
文集』柿衞文庫所蔵 
道の記   


















1761 元禄 11 年刊 泊船本 風国編『泊船集』 芭蕉翁道乃紀（文頭）   









1761 宝暦 11 年刊 初懐本 
菊舎主人編『丙寅初懐
紙』 
野さらしの紀行   
1761 宝暦 11 年成 桃鏡本 
桃鏡編『芭蕉翁文集』早
稲田大学図書館所蔵 
甲子吟行   
1762 宝暦 12 年成 潜居本 
旧大阪女子大学図書館
所蔵 
芭蕉甲子吟行   
1768 明和５年刊 月下本 月下編『野さらし紀行』 野さらし紀行 本紀行最初の単行本 
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1775 安永４年刊 闌更本 闌更編『俳諧蓬莱島』 野晒紀行 芭蕉の句文集 
1776 安永５年刊 蝶夢本 蝶夢編『芭蕉翁文集』 甲子吟行   
1776 安永 5 年成 蕪村本 個人蔵 野さらしの記行 蕪村自筆絵巻物 
1780 安永９年刊 波静本 波静編『甲子吟行』 甲子吟行 
本紀行二番目の単行
本 
1802 享和 2 年刊 拾遺本 其成編『七部拾遺』 野さらし紀行   
1824 文政 7 年刊 四部本 『芭蕉翁俳諧四部録』 野さらし紀行   
1827 文政 10 年刊 一葉本 仏兮等編『俳諧一葉集』 甲子紀行 又称野曝紀行 最初の芭蕉全集 
1852 嘉永５年刊 袖珍本 黙池編『俳諧袖珍抄』 甲子紀行 又称野曝紀行   
    
名称 
寺本 








      窓含西嶺千秋雪 
門泊東海萬里船 
                         泊船堂主 華桃青□ 
我其句を職て、其心ヲ見ず。その侘をはかりて、其楽をしらず。唯、老杜にまされる物は、獨多病のみ。
閑素茅舎の芭蕉にかくれて、自乞食の翁とよぶ。 
      櫓聲波を打てはらわた氷る夜や涙 






























































     昼の休らひとて旅店に腰をかけて 
つゝしいけて其陰に干鱈さく女 
     吟行 
菜畠に花見皃なる雀哉 
⑥ 大顚和尚の条では「梅こひて卯の花拝むなみたかな」の前書 









































































諸本名 酬和の句 素堂の文  絵 奥書 
天理本 〇 × × × 
泊船本 △ △（跋） × × 
孤屋本 〇 〇（跋） × × 
御雲本 × 〇（序） 〇(自画)   × 
三康本 × 〇 (跋) 〇(濁子) 〇 
名称寺本 〇 〇 (跋) ×   × 
備考：〇記号は該当のものが付いていたことを示す。 
              ×記号は該当するものが付いていないことを示す。 





   後へに處々酬和の句 
   素堂の跋あり今 


















番号 諸本名 共通箇所 割合（%） 
1 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 233 28.6 
2 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 216 26.5 
3 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 57 7 
4 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 57 7 
5 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 52 6.4 
6 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 47 5.8 
7 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 41 5 
8 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 23 2.8 
9 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 14 1.7 
10 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 14 1.7 
11 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 13 1.6 
12 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 11 1.3 
13 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 11 1.3 
14 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 10 1.2 
15 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 8 1 
16 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 7 0.9 
17 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 1 0.01 
  398(49%） 646（79%） 623（76%） 571（70%）   815 99.81 
 
本文比較（名称寺本のみ異なる所） 
番号 条名 天理本 泊船本 孤屋本 御雲本 名称寺本 
1 江戸 破屋を 破屋を 破屋を 破屋を 敗屋を 
2 箱根 関 関 関 関 関を 
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3   たひ たひ 旅 たひ 度 
4   莫逆の交 莫逆の交 莫逆の交 莫逆の交 莫逆の交り 
5 富士川 川の 川の 河の 川の 川ハ 
6   かけて かけて かけて かけて 懸て 
7   露はかりの 露はかりの 露はかりの 露計の 露斗の 
8   秋の風 秋の風 秋の風 秋の風 秋×風 
9   とをるに とをるに とをるに とをるに 通ルに 











11   た  ゝ 唯 唯 唯 × 
12   是 是 是 これ 只 
13   なけ なけ なけ なけ 泣ケ 
14 大井川 大井かハ 大井川 大井川 大井川 大井川を 




かすかに かすかに かすかに かすかに 幽に 
17   驚く 驚く 驚く 驚く 驚ク 
18 伊勢 一の 一の 一の 一ノ 一× 
19   處々に 處々に 處々に 處々に 所々に 
20   を を を を に 
21   ちり有 塵あり 塵有 塵有 × 
22   そくに 俗に 俗に 俗に × 
23   ゝて 似て 似て ゝて × 
24   我 我 我 我 吾 
25   あらすと あらすと あらすと あらすと 非すと 
26 西行谷 云て 云て 云て 云て ×て 
27   閑人の 閑人の 閑人の 閑人の 閑人× 
28 故郷 有てと 有てと 有てと 有てと 有×と 
29   のみ云て のミ云て のミ云て のみ云て のみ言て 
30   子の 子か 子か 子か ×× 
31   たまてはこ 玉手箱 玉手箱 玉手箱 御玉手箱 
32 当麻寺 千とせも 千とせも 千とせも 千とせも 千年も 
33   大イサ 大いさ 大イサ 大イサ 大×サ 
34 吉野 よし野の よし野の よし野  ゝ よし野  ゝ 芳野の 
35   山賤の 山賤の 山賤の 山賤の 山かつの 
36   やまに 山に 山に 山に 山× 
37   ある ある ある ある 有 
38 西行庵 わけ わけ わけ わけ 分 
39 御醍醐帝 下るに 下るに 下るに 下るに 下ルに 
40 大和 いにしへ いにしへ いにしへ いにしへ 古 
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41 不破 秋風や 秋風や 秋風や 秋風や 秌風や 
42 熱田 詣つ 詣ツ 詣 詣 詣て 
43   破れ 破れ 破れ 破れ 破レ 
44 名古屋 いぬも 犬も 犬も 犬も 犬× 
45   みに 見に 見に 見に ×に 
46   市人よ 市人よ 市人よ 市人よ 市人に 










48 故郷 笠きて 笠きて 笠きて 笠きて 笠着て 
49   越て 越て 越て 越て 越けらし 
50 奈良 ならに 奈良に 奈良に 奈良に 奈良× 
51   道 道 道 道 × 
52 大津 すみれ草 すミれ草 すミれ草 すみれ草 菫屮 
53   花より 花より 花より 花より はなより 
54 大巓和尚 秋より 秋より 秋より 秋より 秌より 
55   くにまて 国まて 国まて 国まて 国迄 
56 桐葉亭 いまや 今や 今や 今や 今もや 
57 江戸 卯月の末 卯月の末 卯月の末 卯月の末 卯月のすへ 
 
『野ざらし紀行』の諸本の 5 つの諸本を比較すると、28 頁の 17 種類に整理することができた。 
１つは 5 つの諸本に共通箇所が 233 あり、全体の 29％であった。 
２つは天理本以外の 4 本の共通箇所が 216 あり、全体の 27％であった。 
３つ目以降は表の数字の通りであった。 
これらより何が言えるのか。『野ざらし紀行』の本文を 815 箇所に分けて、比較表を作成した。すると、5
つの諸本の共通点は 29％になった。すなわち、芭蕉自身が記した天理本や御雲本の表記がそのまま 3 つの写本
に伝えられているということである。また、名称寺本と 4 つの諸本と共通している箇所を拾い上げてみると、 
























  泊船本 孤屋本 名称寺本 
1 いひけむ いひけん いひけむ 
2 秋八月 秋は月 秋八月 
3 此たひ 此旅 此度 
4 たえす たへす たえす 
5 捨置けむ 捨置けん 捨置けむ 
6 有けるを 有けるに 有けるを 
7 陰ほのくらく 陰ほのくらき 陰ほのくらく 
8 見えて 見へて 見えて 
9 をんなともの おんなともの おんなともの 
10 かへさある かへさ有 かへさある 
11 おかめよ おかめと おかめよ 
12 なんちか なんちに 汝か 
13 二上山 尼上山 二上山 
14 木を 木× 木を 
15 かくる かくれ かくる 
16 いはむも いはんも いはむ 
17 有て あり 有て 
18 たふとし たふとく たふとし 
19 見えて 見へて 見えて 
20 耳を 耳も 耳を 
21 秋の日 秋の月 秋の日 
22 常盤の 常盤 常盤の 
23 おもひて おもひ おもひて 
24 死にもせぬ 死もせぬ 死もせぬ 
25 生たる 生たり 生たる 
26 たるそ たり たるそ 
27 誰カ壻そ 誰婿そ 誰婿そ 
28 伏見 伏見の 伏見 
29 あふて 逢て 逢て 







  泊船本 孤屋本 名称寺本 
1 此たひ 此旅 此度 
2 こよひや 今宵や 
こよひやすつらん
（すつらんは消す） 
3 あすや 明日や あすや 
4 ちゝに 父に 父に 
5 道のへの 道野部の 道のへの 
6 千とせの 千年の 千とせの 
7 かへさある かへさ有 かへさある 
8 あが名に 我名に あか名に 
9 たきものす 焼物す たき物す 
10 とひて 問て 問て 
11 おくに 奥に 奥に 
12 おく 奥 おく 
13 二上山 尼上山 二上山 
14 へたるならん 経たるならん 経たるならむ 
15 ひかれて 引れて ひかれて 
16 おくに 奥に 奥に 
17 ひゝき 響 ひゝき 
18 おほくハ 多くハ 多クは 
19 また 又 また 
20 しのふ草 忍ふ草 しのふ艸 
21 います 今須 います 
22 かたへ 方に 方に 
23 名のる 名乗る 名のる 
24 ふしミの 伏見の 伏見の 
25 つゝしいけて 躑躅いけて 躑躅いけて 
26 まことや 誠や まことや 
27 二たひ 二度 二度 
 






  泊船本 孤屋本 名称寺本 
1 秋八月 秋は月 秋八月 
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2 雨降て 雨ふりて 雨降りて 
3 初 はしめ 初 
4 有て あり 有て 
5 既ニ すてに すてに 
6 暮けれは くれけれハ 暮けれは 
7 出る いつる 出る 
8 辛崎の からさきの 辛崎の 
9 懸て かけて かけて 
10 其陰に 其かけに 其かけに 






  諸本名(共通箇所に色づけ） 該当箇所数 
1 天理本 孤屋本 名称寺本 122（52%） 
2 天理本 孤屋本 名称寺本 66 (28%） 
3 天理本 孤屋本 名称寺本 31（13%） 
4 天理本 孤屋本 名称寺本 12（５%） 






酬和の句本文                             
（天理と孤屋本の共通箇所で名称寺本と異なる所） 
番号 天理本 孤屋本 名称寺本 
1 いせ山田 いせ山田 × 
2 同 同 × 
3 卯の雪 卯の雪 卯のはな 
4 住持は独 住持は独 住處は独 
5 こたふ こたふ ことふ 
6 古人 古人 故人 
7 こからし こからし 木からし 
8  々  々 仝 
9 摘 摘 つむ 
10 二町程 二町程 二町ほと 
11 前垂の 前垂の 前たれの 
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12 しやくやく しやくやく しやく薬 
 









  諸本名(共通箇所に色づけ） 該当箇所数 
1 孤屋本 三康本 名称寺本 149(61%） 
2 孤屋本 三康本 名称寺本 37(15%） 
3 孤屋本 三康本 名称寺本 30(12%） 
4 孤屋本 三康本 名称寺本 22（9%） 
5 孤屋本 三康本 名称寺本 5（2%） 
 
素堂の跋                             
（孤屋本と三康本の共通点で名称寺本と異なる所） 
番号 孤屋本 三康本 名称寺本 
1 山素堂 山素堂 × 
2 人の 人の 人× 
3 このむ物から このむ物から 好物なから 
4 た  ゝ た  ゝ 只 
5 かたり かたり 語り 
6 たつねんとて たつねんとて 尋んとて 
7 風も 風も 風の 
8 哀也 哀なり あはれなり 
9 杉風 杉風 × 
10 此句秋なるや 此句秋なるや 此句秋なりや 
11 作者もしらす 作者もしらす 作しやもしらす 
12 ふるきならん ふるきならん ふるきならむ 
13 又 又 また 
14 ゆふへ ゆふへ 夕 
15 羽織見ん 羽織見ん 羽織ミむ 
16 市なさん 市なさん 市なさむ 
17 帰りぬ 帰りぬ かへりぬ 
18 たま物を たまものを たまもの 
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19 仁の 仁の × 
20 聞人に 聞人に きく人に 
21 くはへて くはへて 加へて 
22 こゝに こゝに 爰に 
23 あらん あらん あらむ 
24 ふるさとの ふるさとの ふる郷の 
25 あれハ あれハ あれて 
26 心 心 × 
27 うたぬ うたぬ 打ぬ 
28 しからん しからん しるらむ 
29 よく鼓 よく鼓 よく鼓を 
30 座するに 坐するに 坐する× 
31 同し 同し 同之もは 
32 しつかなる しつかなる 静なる 
33 花に 花に はなに 
34 ならさるハ ならさるは ならさる× 
35 我荷葉共に 我荷葉ともに 我葉とも× 
36 やふれに やふれに 破レ 
37 しはらくも しはらくも 暫も 
 
なお、名称寺本には以下のように本文に 5 か所、跋文に 2 か所の見せ消しなどがある。次頁に写真と共
に掲載する。 
  箱根の条・・・山ミな雲にかくれけり（「け」を「タ」に直す）「けり」は泊船本のみ 










箱根    富士川     吉野      奈良       伏見      跋文     跋文 
５．おわりに 



















（平成 28 年 4 月初稿、平成 30 年 1 月再稿完成） 
 
注記 １．名称寺に伝わる貴重品には 600 番台の番号を付しているそうである。 
  ２．『近世俳諧資料集成 第４巻』（中村俊定他編、講談社、昭和 51 年刊）より 
  ３．『俳人真蹟全集 芭蕉』（幸田露伴編、平凡社、昭和 5 年刊）より 
  ４．『古典俳文学大系６』（阿部喜三男他編、集英社、昭和 47 年刊）より 





   ６． 
番号 出品(所属先） HP より抜粋 アドレス 
ア 出光美術館 
































特別陳列   
文台（裏）よしあしの句 千代尼賛 １
脚 江戸 18 世紀 （表）扇面と二見が浦



































































39 号、平成 17 年 10 月刊） 
 ８．山崎喜好氏『芭蕉と門人』（弘文社、昭和 22 年刊）、井上敏幸氏「『甲子吟行』跋文への疑義」『高
知女子大学紀要』昭和 48 年 3 月刊）、濱森太郎氏『松尾芭蕉作『野ざらし紀行』の成立』（三重大学
出版会、平成 21 年刊）小林孔氏「孤屋本『野ざらし紀行』の奥書」『城南国文』（平成 8 年 2 月刊）
を参考にした。 
 ９．『校本芭蕉全集』（第 6 巻、尾形仂編、角川書店、昭和 44 年刊) 
 10. 表中の略語に 24～25 頁の表の諸本名を参照のこと。 
  
 
